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はじめに 超高密度磁気記録媒体の作製を目的として，Fe/ Pt 二層膜に対して急速昇温熱処理(RTA : Rapid 

Thermal Annealing)および急速降温熱処理(RCP : Rapid Cooling Process)を施すことで，L10規則合金化した FePt

孤立微粒子群が生成可能であることを報告している 1)．そのプロセス途中で L10- FePt 以外の，Fe を含む相

が出現することが確認されているが，これらの詳細な生成段階は不明確であった．本研究では，主に磁気特

性の観点から L10- FePt 以外の異種 Fe 系相の存在を明らかにする． 

実験方法  

①[ナノ微粒子形成の基板依存性]  (ⅰ) 熱酸化 Si 基板および (ⅱ) 熱

酸化 Si 基板上に SiN(20nm)を積層した基板の各々に対して，初期積

層厚 1.88 nm 一定，種々の組成比 FexPt100-x (x = 50～63.7 at.%)で Fe/ 

Pt 二層膜を成膜した．これらの試料に対して到達真空度< 1.0×10-3 

Pa の雰囲気下で赤外線ランプ光照射による昇温速度約 180 ℃/sec. , 

目標最高到達温度 700 ℃の急速昇温を行い，その後，窒素導入によ

り降温速度約-120 ℃/sec.で急速降温処理を行った．  

②[3 条件での Fe 薄膜形成]  (a) 熱酸化 Si 基板上に sub./ Fe(tFe nm)/ 

SiN(3 nm) (tFe = 1.88, 3.26, 5.26)の膜構成で成膜した．(b) 熱酸化 Si

基板上に sub./ SiN(20 nm)/ Fe(1.88 nm)/ SiN(3 nm)の膜構成で成膜し

た．(c) 熱酸化 Si 基板上に真空下にてプラズマアッシングを施し，

真空下で連続して (a) と同条件で成膜した． 

Fe，Pt の成膜は DCマグネトロンスパッタ法，SiN の成膜は RF

マグネトロンスパッタ法にて行った．作製した試料の磁気特性評価

には超伝導量子干渉素子式振動試料型磁力計(SQUID- VSM)を用

い，磁化曲線測定を行った． 

実験結果 Fig.1 に，基板(ⅰ) (ⅱ)上で作製した FePt ナノ微粒子試料(粒

形～16 nm)の磁気特性から算出した，飽和磁化 MS，保持力 HCの Fe

組成比依存性を示す．最表面が SiOxである基板(ⅰ)に対し SiN である

基板(ii)を用いた場合，組成比 x= 50 at.%における MS，HCが共に増

大，MS，HCが最大となる Fe 組成比が 50:50 側にシフトする，等の

効果が確認できる．この結果は，高い保磁力を示す成膜組成比がス

トイキオメトリより Fe 過多側となる原因が，成膜段階での SiOx/ Fe

界面における Fe 化合物生成にあるとの仮定を支持するものであ

る．また，詳細検討を行った Fig.2 の結果より，(a) SiOx上の Fe 薄膜では一定量の Fe 磁気モーメント量の消

失が見られるが，(b) SiN 上の Fe 薄膜では，その現象が大幅に改善した．さらに (c) の結果から，消失の要

因が界面原子種のみならず，大気暴露による効果が主要な要因であることが明らかとなった． 

以上より基板最表面の窒化 Si 化による有効性，プラズマアッシングによる低減効果の可能性が示された． 
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Fig.1 (1) Saturation magnetization MS and 

(2) Coercivity HC of FePt sample (i) (ii) 

Fig.2 Magnetic moment of interface modified 

Fe thin film samples (a) – (c) 
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